
第８回多賀城市震災復興推進本部会議 結果概要

■ 日 時 平成２３年８月１日（月）１０：１０～１１：５０

■ 場 所 第１委員会室（市役所３階）

■ 出席者 菊地市長、鈴木副市長、菊地教育長、菅野市長公室長・会計管理者、

永澤市民経済部長、内海保健福祉部長、佐藤（昇）建設部長、

佐藤（敏）上水道部長、鈴木（健）副教育長、竹谷総務課長、

（行政経営担当）木村市長公室長補佐

■ 事務局 鈴木震災復興推進局長、熊谷参事、佐藤副主幹

■ 議事次第

１ 多賀城市震災復興計画骨子について

■ 本部会議決定事項

１ 多賀城市震災復興計画骨子について

多賀城市復興検討委員会の復興計画骨子案（別添１）に基づき議論を行い、次回

本部会議で骨子を取りまとめ最終決定するものとした。

－以上－



・費用と効果と実施時期のバランス踏まえた復興を

五次総将来像 復興将来像 【重点施策】 【重点基本事業】

・被災住宅の再建支援と新たな居住地の確保

・地域課題解決型コミュニティの取組促進と地域の担い手育成

・「個」と「つながり」のそれぞれの視点による健康の保持増進

・コミュニティビジネス・ソーシャルビジネス促進のための環境整備

・緊急的な雇用の創出と、恒久的な雇用の確保に向けた農業の６次産業化の促進

・多賀城発信の「安全・安心」復興モデル創出と情報発信を活用した産業・観光振興

・生活環境改善に向けたがれきなどの災害廃棄物の適正処理推進

・工場地帯におけるインフラ機能の充実強化（道路・下水道等のインフラ整備推進）

・既存立地企業の復旧支援と、復興に向けた新たな取組支援（中小企業への相談充実、復興
ファンド創出など）

・物流機能向上と災害時物流確保のための（仮）多賀城ＩＣ等の整備促進

・多賀城型スマートシティ（「エネルギー」と「食」の自給・自足と連鎖による効率的な循
環型都市）に向けた環境整備

・新たな産業・技術の集積に向けたイノベーション促進（リチウムイオン二次電池、ナノテ
クなどの集積と技術革新による新たな産業振興）

・早期復旧の実現 ・復旧事業の推進

・津波に対する多重防御整備（津波減水のための防災林整備、防潮堤整備促進・要請、多重
防御に関する企業の取組促進など）

 避難拠点施設の確保（避難ビルの確保）

・災害時避難広報設備等の強化（防災広報無線装置の整備、避難指示に係る情報発信の仕組
み整備、ミニＦＭを活用した情報発信など）

・防災避難路の確保（避難路機能を有する道路の整備促進、（仮）多賀城ＩＣの整備促進な
ど）

・災害時にも機能を維持できる公共交通・道路網の確保整備

・「逃げる」ことを基本とする災害への備えの意識向上と防災教育の徹底

・コミュニティの一体性強化と地域防災力の向上

・災害リスクの管理と情報共有

・震災経験を発信・伝承する教育・ミュージアム施設の整備促進

・「大震災からの復興」モデルの世界への発信

・歴史的景観の創出と新しい街並みの形成

・音楽・芸術があふれる街並み創出

・「多賀城」というまちの「個性」の共有と強化

・多賀城駅北側と南側の一体的整備促進

・多賀城駅を中心とした新しい交通ネットワークの整備

多賀城市復興検討委員会 復興計画の骨子案（復興ビジョン案）
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・既存産業の再興促進と立地支援の強化

・誰もが安心して住み続けられる、「絆」・「つなが
り」・「コミュニケーション」・「温もり」のあるまち

・新しい価値観がうまれ、新しいカタチの仕事・雇用が
創造されるまち

・多重性を持った都市基盤整備の促進

・「守る」から「逃げる」への意識の転換と、
「絆」・「つながり」重視した減災意識の醸成・向上

・数十年規模の災害には「財産と命」が、 数百年、そし
て、千年規模の震災には「命」が守られるまち

・震災を踏まえた自助、共助、公助が実践されるまち
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・多賀城市のアイデンティティ「史都」（悠久の歴史）を活かした復興を

・環境・資源・エネルギーに配慮した復興を

・「絆」「つながり」を前提とした、健やかな「くら
し」の確保と、活力ある「しごと」の創出

・スピード感を持った復旧・復興を

・国・県に対して的確適切な要望要請を

・震災の教訓・知恵の伝承と世界への発信
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・災害に対する知恵・考え方を後世に伝承するまち

・復興に向けた市民・企業の想いが一つになり、市民に
も企業にも選択される魅力と資質を備えるまち

 ・「－」を「＋」にするという逆転の発想で、防災の知
恵が集積し、世界に発信するまち

・「歴史」・「景観」・「芸術」をキーとするネット
ワークづくり

・復興シンボルとしての史都・市心の整備促進

別添１


